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●背景
首都ハノイ市は、政治・社会・経済・文化の中心地でありながら、

地盤の低い広大で平らな地形的特徴を備えた紅河デルタ地帯

に位置していることから、古くから大雨による洪水被害が絶え

ない地域でもありました。

ハノイ市の既存の排水・下水施設の多くは1954年以前に造ら

れたもので、老朽化が激しく、また、ハノイ市には下水処理場が

無かったことから、度重なる浸水氾濫によって、周辺河川や湖沼

の水質悪化が生じていました。

このような背景から、JICAは1994年から1995年にかけて

マスタープラン「ハノイ市排水下水整備計画調査」を策定しま

した。

1995年には、主にハノイ市中心部の大規模な洪水被害防止

のため、マスタープランのおよそ半分をカバーする第1期事業

がスタートし、イエンソーポンプ場の建設、パイロット下水処理

場2箇所の建設ほか、河川改修や洪水調整ゲートの設置、湖沼

の浚渫、下水管や雨水管の整備などを行いました。
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さらに、2006年には第2期事業がスタート。

イエンソーポンプ場の能力拡張、湖沼・調整池の改修、下水・排

水施設の改修などを行っています。また、これに関連し草の根

技術協力事業として、2008年から2010年度にかけ、千葉県が

下水処理場の運営維持管理体制の強化や環境教育・意識向上

への支援を行っています。

●ハノイ市水環境改善事業の概要
１．事業の目的

ハノイ市の下水・排水施設の整備を行うことにより、浸水被害の

軽減、水質汚濁防止及び汚水処理率の向上を図り、もって同市の

都市・生活衛生環境の改善に寄与する。

２．事業概要

ハノイ市において、下水・排水システムの整備、コンサルティング・

サービスを実施

①第1期：1995年～2005年

イエンソーポンプ場の建設、パイロット下水処理場2箇所の建設、

河川改修、洪水調整ゲートの設置、湖沼の浚渫、市街排水路狭窄

部分の拡幅、下水管・雨水管の整備、研修など

②第2期：2006年～2014年（予定）

標準活性汚泥法下水処理場建設
　（対象地域集水域：バイマウ湖周辺2.2k㎡)

－下水・雨水菅の敷設と改修、排水システム整備
　（対象地域：トーリック川流域７７．５km）

－イエンソーポンプ場の拡張、排水運河改修、湖沼の保全および

　洪水調整池の拡張工事、川沿い管理道路の改修、浚渫用機材

　調達とスペアパーツの調達

6

イェンソーポンプ場の余水吐け

２０１０年の集中豪雨の際の旧市街の様子

キムリエン下水処理場
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●プロジェクトの特徴
大規模な排水システムの整備～イエンソーポンプ場（2000年稼動）

イエンソーポンプ場はハノイ市の南部に位置し、ここでは、毎秒

90トン（大型バス4台分）という水を紅河へ排水が可能です。

毎秒90トンの排水能力という現在の規模は、10年の確立雨量

に基づき設計されています。

1960年の調査開始以来、ハノイ観測史上初と言われる2008

年にハノイ市を襲った集中豪雨の際には、イエンソーポンプ場は

現在の半分の毎秒45トンの排水能力しかありませんでしたが、

現場の方々が結集し、紅河へ排水を続けたところ、それまで水が

引くのに2ヶ月はかかるといわれていたのが、ポンプ場の完成に

より約1週間で収める事ができました。

その後、プロジェクトの第2期において、2010年に拡張工事を終え、

現在の処理規模になりました。洪水は、長引けば経済的な損失の

みならず、感染症の発生など健康被害も深刻です。イエンソーポン

プ場はハノイ市の洪水被害緩和に大きく貢献しています。

ハノイ市初の下水処理場
～チュックバック下水処
理場（2005年運用開始）

ハノイ水環境改善事業（

第1期）では、将来的に

ハノイ市に大規模な下水

処理場を建設することを

視野に、下水処理場の運

営・管理ノウハウを技術

移転する目的で、チュック

バックとキムリエンの2

つのパイロット下水処理

場が建設されました。

中でもチュックバック下水処理場は、チュックバック湖南に位置し、

一般家庭から排出される排水のうち、一日平均2300㎡の排水処理を

行っています。

規模は小さいながらもリン・窒素除去機能を備えた活性汚泥処理法

を導入した日本の下水処理場と比較しても遜色の無い処理技術を

有しています。研修とトレーニングにより、現在は全ての工程をベト

ナム人スタッフが運営、管理。2008年には施設利用率が100％

に達し、環境保全に寄与しています。

取材協力、資料提供：JICAベトナム事務所

日本工営、荏原ベトナム

●感想
今回、市内を歩いて回る機会もあり、ハノイ市の急速な発展には

目を見張るものがあると感じました。が一方、水や空気の環境汚

染が深刻になっているとも感じました。

ハノイ市には大小さまざまな湖や池が点在しており、市民に憩い

の場をもたらすも、近くで見るとその水は汚染されており、非常

に残念に思いました。また、ハノイの湖は水面が高く、自然を身近

に感じられるのですが、長雨が降ったら水が溢れてしまわないの

だろうか、と不安さえ感じました。

2008年のハノイ市豪雨のニュースは私も記憶にありますが、

その被害を最小限に抑えるのに、円借款プロジェクトによるイ

エンソーポンプ場の貢献が大きかったことを今回の取材で初め

て知りました。

都市の弱点を知り、技術を持って制す。自然災害を100％防ぐこ

とは無理ですが、都市の水環境といった身近なところに人知れず

日本の支援が生かされていることに改めて気づかされ、大変感

心しました。

チュックバック下水処理場

イェンソー・ポンプ場




